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『
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛

線
』
は
、
年
々
利
用
客
が
減
少
し
経
営

が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　
幡
多
地
域
の
マ
イ
レ
ー
ル
『
中
村
・

宿
毛
線
』
の
存
続
に
は
、
地
域
住
民
の

方
々
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
不
可
欠
で

す
。

【
中
村
・
宿
毛
線
と
は
？
】

　
中
村
線（
窪
川
駅
〜
中
村
駅
間
）は
昭

和
４５
年
に
国
鉄
路
線
と
し
て
開
業
さ
れ

ま
し
た
が
、
不
採
算
路
線
と
し
て
国
鉄

時
代
に
廃
止
路
線
対
象
と
な
り
、
宿
毛

線（
中
村
駅
〜
宿
毛
駅
間
）は
建
設
が
中

断
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
高
知
県
西
部
で
は
、

宿
毛
線
を
建
設
す
る
た
め
、
昭
和

６１
年

に
関
係
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
第
３

セ
ク
タ
ー
「
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

　
昭
和

６３
年
か
ら
は
廃
止
路
線
対
象
と

な
っ
た
中
村
線
の
運
行
を
受
け
継
ぎ
、

平
成
９
年
に
宿
毛
線
の
運
行
を
開
始
し

ま
し
た
。

【
中
村
・
宿
毛
線
を
取
り
巻
く
現
状
】

　
中
村
線
は
、
開
業
当
時（
昭
和

６３
年
）

は
利
用
客
が
多
く
、
開
業
後
の
２
年
間

は
黒
字
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、
マ

イ
カ
ー
の
普
及
や
高
速
道
路
の
延
伸
な

ど
に
よ
り
年
々
利
用
客
が
減
少
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
利
用
客
数
は
、
中
村
線
が
開

業
当
時
の
半
分
以
下
、
宿
毛
線
が
開
業

当
時（
平
成
９
年
）の
６
〜
７
割
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
開
業
３
年
目
以
降
は

毎
年
度
赤
字
が
続
き
、
平
成

２６
年
度
は

中
村
・
宿
毛
線
で
約
２
億
２
千
万
円
の

赤
字
で
す
。

【
自
治
体
か
ら
の
支
援
】

　
高
知
県
と
関
係
市
町
村（
四
万
十
市
、

宿
毛
市
、
土
佐
清
水
市
、
四
万
十
町
、

大
月
町
、
黒
潮
町
、
三
原
村
）で
は
、

中
村
・
宿
毛
線
を
存
続
さ
せ
る
た
め
、

開
業
以
来
４
度
に
わ
た
っ
て
鉄
道
経
営

助
成
基
金
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。
各

自
治
体
の
財
政
が
厳
し
い
中
で
の
積
立

で
す
が
、
経
営
支
援
に
つ
い
て
は
経
常

収
支
の
状
況
に
応
じ
て
支
出
し
て
い
ま

す
。

【
中
村
・
宿
毛
線
を
存
続
す
る
た
め
に
】

　
今
ま
で
よ
り
も
、
少
し
だ
け
多
く『
中

村
・
宿
毛
線
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
全
国
各
地
で
路
線
の
廃
止
が
実
施
さ

れ
、
地
域
経
済
・
観
光
・
通
学
・
帰
省

な
ど
多
岐
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
村
・
宿
毛
線
も
、
こ
の
ま
ま

利
用
者
減
少
が
続
い
て
い
け
ば
、
赤
字

は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
近

い
将
来
、「
路
線
廃
止
」
と
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
一
度
路
線
廃
止

さ
れ
た
地
域
に
、
再
び
鉄
道
を
走
ら
せ

る
こ
と
は
困
難
を
極
め
ま
す
。
地
域
の

努
力
で
よ
う
や
く
開
通
し
た
こ
の
路
線

を
守
る
た
め
に
も
、
も
う
少
し
多
く
列

車
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
駐
車
場
を
整

備
し
て
い
る
駅
も
あ
り
ま
す
の
で
、
駅

ま
で
自
家
用
車
で
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら

鉄
道
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

旅
行
や
近
隣
市
町
村
で
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
列
車
に
乗
る
機
会
を
作
っ
て
『
中

村
・
宿
毛
線
』を
存
続
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
 

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
「
列
車
に
１
回
多

く
乗
る
」
こ
と
で
、
赤
字
の
解
消
に
つ

な
が
り
ま
す
。
み
ん
な
の
力
で
マ
イ
レ

ー
ル
『
中
村
・
宿
毛
線
』
を
守
り
、
存

続
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

蕁
４
３
―
２
１
７
７（
課
直
通
）

『
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・

宿
毛
線
』を
守
り
ま
し
ょ
う

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

N
E
W
S

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

年　　　度 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13

輸送人員（中村線） 1,014 1,001 1,023 1,047 1,000 1,000 963 914 886 897 858 889 844 834

（単位：千人）

輸送人員（宿毛線） － － － － － － － － － 233 404 443 460 430

輸送人員（中村・宿毛線） 1,014 1,001 1,023 1,047 1,000 1,000 963 914 886 1,130 1,262 1,332 1,306 1,265

経常損益（単位：千円） 1,886 4,258 ▲167,699 ▲134,861 ▲179,226 ▲43,560 ▲59,190 ▲9,701 ▲29,481 ▲36,411 ▲157,868 ▲104,423 ▲113,564 ▲81,435

年　　　度 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

輸送人員（中村線） 816 727 678 610 579 508 487 461 473 454 425 414 380

輸送人員（宿毛線） 419 369 338 310 289 274 274 256 278 767 257 266 260

輸送人員（中村・宿毛線） 1,236 1,096 1,016 921 868 782 761 718 752 721 682 679 640

経常損益（単位：千円） ▲63,658 ▲106,522 ▲154,163 ▲122,163 ▲34,225 ▲106,066 ▲116,676 ▲90,236 ▲118,270 ▲175,512 ▲170,740 ▲172,026 ▲218,574

土佐くろしお鉄道に対する各自治体の助成基金負担金額
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幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
便
り

詐
欺
の
手
口
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
悪
徳
業
者
は
あ
の
手
こ
の
手
を
使
っ

て
大
切
な
財
産
を
狙
っ
て
き
ま
す
。
従

来
の
手
口
か
ら
、
今
ど
き
の
話
題
を
盛

り
込
ん
だ
手
口
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
内

容
が
あ
り
ま
す
。

　
警
戒
心
を
忘
れ
ず
に
、
少
し
で
も
怪

し
い
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
お
近
く
の

消
費
生
活
窓
口
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
息
子
や
孫
を
装
っ
て
「
会
社
の
お
金

を
使
い
込
ん
だ
」「
女
性
を
妊
娠
さ
せ
た
」

「
サ
ラ
金
に
借
金
を
し
て
し
ま
っ
た
」「
交

通
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど

と
言
っ
て
お
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
。

「
あ
な
た
の
口
座
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
。

新
し
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
作
る
の

で
カ
ー
ド
を
預
か
り
ま
す
。
暗
証
番
号

も
替
え
る
の
で
番
号
を
教
え
て
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
架
空
請
求
詐
欺

　
「
有
料
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
の
で
お

金
を
払
え
」「
延
滞
料
金
が
発
生
し
て

い
る
」
な
ど
と
、
架
空
の
事
実
を
口
実

と
し
て
料
金
を
請
求
さ
れ
る
手
口
。

◆
融
資
保
証
金
詐
欺

　
融
資
を
誘
っ
て
お
き
な
が
ら
融
資
を

申
し
込
ん
で
き
た
人
か
ら
、
保
証
金
な

ど
を
名
目
に
現
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
。

◆
還
付
金
等
詐
欺

　
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
や
自
治
体

の
職
員
な
ど
を
名
乗
っ
て
年
金
や
税
金
、

医
療
費
な
ど
の
還
付
手
続
き
が
あ
る
か

の
よ
う
に
装
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
犯
人
口

座
へ
振
り
込
ま
せ
る
手
口
。

◆
ロ
ト
６
詐
欺

　
「
事
前
に
当
選
番
号
を
教
え
る
」
と

言
わ
れ
、
情
報
料
な
ど
と
称
し
て
現
金

を
だ
ま
し
取
る
手
口
。

◆
義
援
金
名
目
詐
欺

　
震
災
な
ど
に
便
乗
し
て
義
援
金
名
目

で
現
金
な
ど
を
だ
ま
し
取
る
手
口
。

◆
詐
欺
の
２
次
被
害

　
詐
欺
被
害
の
救
済
を
語
っ
て
近
づ
き
、

別
の
株
の
購
入
や
手
数
料
を
求
め
て
く

る
手
口
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　

 
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　
※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

蕁
３
４
―
６
３
０
１

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
本
庁 

産
業
推
進
室 

商
工
観
光
係

蕁
４
３
―
２
１
１
３（
直
通
）

輸送人員（合計）経常損益 輸送人員（中村線） 輸送人員（宿毛線）
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S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

支 援 期 間

期間内合計

平成17～21年

6億1200万円

平成22～24年

4億円

平成25～29年

1億円

・幡多郡および四万十町人口合計　108,607人

・平成26年度赤字額　2億2千万円

　2億2千万円 ÷ 108,607人 ≒ 2,000円

【参考】中村・宿毛線乗り放題切符

・窪川駅～宿毛駅

　普通列車1日乗り放題切符　2,050円

　特急列車1日乗り放題切符　2,570円※人口は平成27年12月1日時点

（単位：百万円）

※直近の造成積増し計画分のみ。

土佐くろしお鉄道に対する各自治体の助成基金負担金額

1人あたりの赤字額は約2,000円。「列車に1回多く乗る」ことで、マイレールを守りましょう。


